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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
一
月
四
日
か
ら
二
月
二
三
日
ま
で
の
期
間
（
月

曜
・
祝
日
を
除
く
四
三
日
間
）、
当
館
と
埼
玉
県
立
文
書
館
は
、
共
催
展
示
「
地
図

ア
ラ
カ
ル
ト　

世
界
と
地
域
」（
以
下
、「
本
展
示
会
」）
を
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
に

あ
る
埼
玉
県
立
文
書
館
一
階
展
示
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。
本
展
示
会
は
、
当
館

が
地
方
自
治
体
の
公
文
書
館
と
連
携
し
て
、
東
京
都
外
で
行
っ
た
初
め
て
の
展
示

会
で
あ
っ
た
。
以
下
、
概
略
を
報
告
す
る
。

連
携
展
示

「
地
図
ア
ラ
カ
ル
ト　

世
界
と
地
域
」
に
つ
い
て

一　

開
催
ま
で
の
経
緯

公
文
書
管
理
法
で
は
、
国
立
公
文
書
館
等
は
、
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
展
示
会
の
開
催
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民

が
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を
数
多
く
用
意
す
る
こ
と
で
国
民
の
歴
史
公
文

書
等
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
方
で
の
展
示
会
開
催
や
国
立

公
文
書
館
等
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
同
士
の
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、
外
務
省
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
扱
う
施
設
と

し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
当
館
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
一
八
日

の
期
間
、
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
と
連
携
し
て
展
示
会
「
近
代

国
家
日
本
の
登
場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
―
」
を
開
催
し
た
（
会
場
は
国
立
公
文

書
館
）。
今
回
の
埼
玉
県
立
文
書
館
と
の
共
催
展
示
会
は
、
こ
れ
に
続
く
試
み
と
し

て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
述
の
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
公
文
書
館
と
の
連
携
展
示
会
は
、
国
立
公
文
書
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館
の
提
案
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
展
示
会
は
、
当
館
が

主
体
的
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
会
の
準
備
は
、
ま
ず
共

催
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
公
文
書
館
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の

際
、
当
館
の
予
算
上
の
都
合
か
ら
、
首
都
圏
の
公
文
書
館
に
絞
っ
て
打
診
を
行
っ

た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
館
が
展
示
の
年
間
計
画
を
策
定
済
み
で

あ
り
、
平
成
二
六
年
度
以
降
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
平
成
二
五
年
度
内
共
催
展
示

開
催
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
埼
玉
県
立
文
書
館

が
共
催
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
同
館
で
も
、
既
に
平
成
二
五
年
度
の
展
示

計
画
を
策
定
済
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
画
の
中
か
ら
、
共
催
展
示
を
行
い
や
す

い
テ
ー
マ
で
あ
る
地
図
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
会
を
当
館
と
の
共
催
で
開
催
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）

1
（

。

こ
う
し
て
、共
催
館
（
開
催
場
所
）、展
示
会
の
テ
ー
マ
、開
催
期
間
が
決
定
し
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
上
旬
に
は
当
館
担
当
者
が
埼
玉
県
立
文
書
館
を
訪
問
し
、
同

館
担
当
者
と
打
合
せ
を
行
っ
た
。
な
お
、
打
合
せ
の
前
に
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
連

絡
を
と
り
、
展
示
室
の
環
境
や
面
積
・
間
取
り
、
展
示
ケ
ー
ス
の
寸
法
、
数
量
等

を
確
認
し
、
あ
ら
か
じ
め
当
館
の
展
示
史
料
候
補
を
選
定
し
た
。
打
合
せ
で
は
、

各
館
の
展
示
構
成
や
展
示
史
料
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
解
説
の
デ
ザ
イ
ン
や
構
成
を
検
討
し
た）

2
（

。
こ
の
打
合
せ
以
降
は
、
再

び
電
話
、
メ
ー
ル
で
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
開
催
ま
で
の
準
備
を
進
め
た
。
そ
し

て
、
展
示
会
開
催
の
約
二
週
間
前
か
ら
広
報
を
開
始
し

）
3
（

、
一
二
月
二
四
日
か
ら

二
七
日
の
期
間
で
展
示
史
料
の
搬
入
、
会
場
の
設
営
を
行
っ
た
。

二　

展
示
史
料

本
展
示
会
で
は
、
両
館
が
所
蔵
・
保
管
す
る
代
表
的
な
地
図
史
料
や
そ
れ
に
付

随
す
る
史
料
を
展
示
し
、
幕
末
か
ら
昭
和
期
に
至
る
ま
で
の
我
が
国
及
び
埼
玉
県

地
域
の
歩
み
を
地
図
を
通
し
て
紹
介
し
た
。
展
示
構
成
と
し
て
は
、
当
館
の
コ
ー

ナ
ー
と
埼
玉
県
立
文
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
蔵
史
料
を
展
示

し
た
。

当
館
か
ら
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
八
年
）
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
日
本
人
が

初
め
て
参
加
し
た
「
万
国
博
覧
会
会
場
全
図
」
や
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
年
）

に
調
印
さ
れ
た
「
日
清
講
和
条
約
附
属
地
図
」（
遼
東
半
島
地
図
）
を
展
示
し
た
ほ

か
、
幕
末
の
江
戸
開
市
の
際
に
外
国
人
が
自
由
に
行
動
で
き
る
範
囲
を
幕
府
が
検

討
し
作
成
し
た
地
図
で
あ
り
、
現
在
の
埼
玉
県
に
あ
た
る
地
域
も
そ
の
範
囲
に
含

ま
れ
て
い
た
「
江
戸
在
留
外
国
人
遊
歩
規
程
下
調
図
」

）
4
（

な
ど
埼
玉
県
と
関
わ
り
の

あ
る
史
料
も
展
示
す
る
よ
う
努
め
た）

5
（

。

埼
玉
県
立
文
書
館
か
ら
は
、明
治
六
年
、地
券
発
行
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
「
武

蔵
国
比
企
郡
宮
前
村
地
引
絵
図
」
や
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
測
量
・
作
成
さ
れ
た

河
川
台
帳（
実
測
図
）

）
6
（

、
県
内
へ
の
鉄
道
敷
設
を
示
す「﹇
関
東
地
方
鉄
道
路
線
図
﹈」

な
ど
地
域
の
近
代
化
を
示
す
地
図
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
空
襲
の
被

害
を
受
け
た
熊
谷
市
の
「
熊
谷
復
興
都
市
計
画
図
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

幕
末
に
庶
民
に
向
け
て
発
行
さ
れ
た
世
界
地
図「
万
国
山
海
輿
地
全
図
」や
ペ
リ
ー

来
航
の
様
子
を
伝
え
た
「﹇
嘉
永
六
年
渡
来
黒
船
図
﹈」）

7
（

な
ど
、
埼
玉
県
内
の
民
家

に
残
さ
れ
た
地
域
住
民
と
「
世
界
」
と
の
接
点
を
示
す
地
図
も
展
示
さ
れ
た
。
ま
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た
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
当
館
の
所
蔵
史
料
の
画
像
を
パ
ネ
ル
化

し
て
展
示
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
担
当
者
が
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
館
の
所
蔵
史
料
を
調
査
し
、
そ

の
中
か
ら
、
展
示
の
文
脈
に
即
し
た
史
料
を
選
択
、
該
当
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
を

当
館
で
用
意
し
提
供
す
る
、
と
い
う
方
法
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
共
催
展
示
の
良
さ
を
出
そ
う
と
し
た
工
夫
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
工
夫
の
結
果
、
両
館
の
展
示
史
料
を
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
で
、
幕
末

以
降
の
埼
玉
県
地
域
の
人
々
、
あ
る
い
は
日
本
国
民
が
、
変
動
す
る
国
際
社
会
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
世
界
情
勢
を
観
察
し
、
ま
た
影
響
を
受
け
な
が
ら
地
域
の
中

で
歩
ん
で
き
た
の
か
を
、
想
起
で
き
る
よ
う
な
展
示
内
容
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
メ
イ
ン
の
展
示
と
は
別
に
、
当
館
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
所
在
地
、

業
務
内
容
、
代
表
的
な
所
蔵
史
料
を
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
。

三　

成
果
と
課
題

本
展
示
会
の
総
来
場
者
数
は
二
六
八
九
名
（
一
日
平
均
六
二
．
五
名
）
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、埼
玉
県
立
文
書
館
の
通
常
の
展
示
会
の
二
倍
の
来
場
者
数
で
あ
り
、

来
場
者
の
任
意
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
半
数
以
上
が
初
め
て
の
来
館
で
あ
る
と

回
答
し
た）

8
（

。
ま
た
、
埼
玉
県
知
事
の
視
察
が
あ
り
、
そ
の
様
子
は
知
事
の
ブ
ロ
グ

に
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
県
庁
職
員
等
も
多
数
来
館
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
展
示
会
の
実
施
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
に
と
っ
て
も
、
県

内
で
の
文
書
館
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
県
職
員
の
文
書
館
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
当
館
展
示
室
へ
の
一
月
か
ら
三
月
の
来
場
者
数
も
前
年
度
と
比
較
し
、

約
二
〇
〇
名
増
加
し
た
（
比
率
で
い
う
と
、
約
一
．
八
倍
増
）。
共
催
展
示
の
影
響

だ
け
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
当
館
の
認
知
度
の
向
上
に
も
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
感
想
に
よ
る
と
、「
近
所
で
貴
重
な
資

料
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
歴
史
で
学
ん
だ
事
柄
が
地
図
そ
の
他
で

実
際
に
裏
付
け
ら
れ
大
変
興
味
深
い
」「
身
近
な
地
域
が
激
動
の
時
代
に
関
わ
り

が
あ
り
、
大
変
楽
し
め
た
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
た
。
普
段
、
歴
史
公
文
書
等

に
触
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
方
々
に
楽
し
み
な
が
ら
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
い
う
展
示
会
の
目
的
が
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま
た
、

「
歴
史
上
の
資
料
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
事
の
背
景
に
は
多
く
の
方
の
日
頃

の
苦
労
が
あ
る
と
思
い
感
謝
し
ま
す
」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
、
歴
史
公
文
書
等

を
保
存
し
、
利
用
に
供
す
る
公
文
書
館
の
役
割
を
伝
え
る
上
で
も
有
意
義
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
な
お
、比
較
的
多
く
の
方
の
来
場
が
あ
り
、興
味
を
も
っ

て
展
示
を
見
て
い
た
だ
け
た
理
由
と
し
て
、
展
示
の
テ
ー
マ
が
「
地
図
」
で
あ
っ

た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
通
常
、
公
文
書
の
展
示
は
文
字

史
料
が
中
心
を
な
し
、
視
覚
的
に
単
調
な
印
象
を
与
え
が
ち
で
あ
る
が
、
地
図
史

料
は
視
覚
的
に
も
目
を
引
き
、
ま
た
く
ず
し
字
が
読
め
な
い
方
で
も
、
適
切
な
解
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説
が
あ
れ
ば
、
地
図
か
ら
多
く
の
こ
と
を
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
も
、
今
回
の
共
催
展
示
の
テ
ー
マ
が
地
図
で
あ
っ
た
こ
と
は
プ
ラ
ス
に
作
用
し

た
と
思
う
。

そ
の
ほ
か
、
良
か
っ
た
点
と
し
て
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
を
何
度
か
訪
問
す
る

中
で
、
書
庫
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
展
示
作
業
・
教
育
普
及
活
動
等
に

つ
い
て
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
こ
と
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。
業
務
上
参
考
に
な

る
点
が
多
く
あ
っ
た
。

課
題
と
し
て
は
、
今
回
は
準
備
期
間
が
十
分
に
と
れ
な
か
っ
た
た
め
、
両
館
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
館

の
コ
ー
ナ
ー
を
空
間
的
に
区
切
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
史
料
を
展
示
し
た
が
、
時
間
の

余
裕
が
あ
れ
ば
、
両
館
担
当
者
が
調
整
し
な
が
ら
、
よ
り
一
体
感
の
あ
る
史
料
展

示
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
当
館
の
人
員
・
予
算
の
都
合
上
、
展
示
会
開
催
の
場
所
が
限
ら
れ
た
こ

と
、
展
示
史
料
解
説
等
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る）

9
（

。
展
示
解
説
の
希
望
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
見
ら
れ
た
の
で
、
次

回
以
降
、
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

な
お
、
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
六
年
度
は
展
示
に
関
す
る
予
算
が
増
額

さ
れ
た
た
め
、
今
後
は
や
や
遠
方
で
も
対
応
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
当
館
と

の
共
催
展
示
開
催
を
ご
希
望
の
機
関
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
展
示
会
で
得
た
経
験
を
活
か
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
展
示
会
を
開
催
す
べ
く

努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
本
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、
よ

り
良
い
展
示
会
と
な
る
よ
う
、
熱
心
に
ま
た
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た

埼
玉
県
立
文
書
館
の
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

※
本
展
示
会
の
概
要
及
び
展
示
史
料
解
説
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン

ツ
「
特
別
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」、
埼
玉
県
立
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ

ン
ツ
「
展
示
の
ご
案
内
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
務
省
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
特
別
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm

l

○
埼
玉
県
立
文
書
館
Ｈ
Ｐ
「
展
示
の
ご
案
内
」

http://w
w
w
.m

onjo.spec.ed.jp/?page_id=21
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連携展示「地図アラカルト　世界と地域」

【埼玉県立文書館展示史料】
「大里郡河川台帳正本」

現在の深谷市上敷面周辺を描いたもの。

【展示室の様子①】
手前が当館、奥が埼玉県立文書館コーナー

【当館展示史料】
「江戸在留外国人遊歩規程下調図」

左頁上部に埼玉県地域の地名が見られる。

【展示室の様子②】
埼玉県立文書館コーナーの床面には埼玉
県域の衛星写真が展示された。
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注（
1
）
埼
玉
県
立
文
書
館
に
は
、
埼
玉
県
を
中
心
と
す
る
地
図
や
地
理
学
資
料
を
収
集
し
、

利
用
に
供
し
て
い
る
地
図
セ
ン
タ
ー
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
が
こ
の
よ

う
な
地
図
資
料
に
特
化
し
た
施
設
を
持
つ
こ
と
は
珍
し
く
、
同
館
の
特
色
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

（
2
）
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
主
な
展
示
史
料
の
画
像
を
埼
玉
県
立
文
書
館
か
ら
提

供
い
た
だ
き
、
当
館
の
史
料
画
像
と
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
解

説
は
冒
頭
に
掲
載
す
る
挨
拶
文
は
二
館
合
同
の
文
章
と
し
、
展
示
史
料
解
説
部
分
は

各
館
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
。
な
お
、
印
刷
は
い
ず
れ
も
当
館
が
外
務
省

内
の
印
刷
所
等
を
使
用
し
て
行
っ
た
。

（
3
）
広
報
活
動
と
し
て
は
、
両
館
の
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
告
知
を
行
っ
た
ほ
か
、
埼
玉
県
立

文
書
館
で
は
、
県
内
の
図
書
館
等
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
出
版
・
報
道
各
社
へ

の
情
報
提
供
等
を
熱
心
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
首
都
圏

ニ
ュ
ー
ス
や
テ
レ
ビ
埼
玉
の
ニ
ュ
ー
ス
、
東
京
新
聞
、
朝
日
新
聞
の
埼
玉
版
へ
の
記

事
掲
載
な
ど
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
来
場
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

（
4
）
現
在
の
埼
玉
県
地
域
で
は
、
川
越
市
、
所
沢
市
等
が
こ
の
地
図
の
範
囲
に
含
ま
れ
て

い
る
。

（
5
）「
万
国
博
覧
会
会
場
全
図
」
の
関
連
史
料
と
し
て
、
当
時
、
日
本
政
府
代
表
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
使
節
団
の
滞
欧
中
の
「
請
取
証
書
」（
レ
シ
ー
ト
）
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示

し
た
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄
一
と
ゆ
か
り
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。
渋
沢
は
後
に
、
我
が
国
の
社
会
公
共
事
業
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果

た
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
同
使
節
の
勘
定
方
及
び
庶
務
を
担
当
し
て
お
り
、
パ
リ
滞

在
中
は
経
済
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ん
だ
。
当
該
史
料
は
渋
沢
が
管
理
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
も
の
で
、
レ
シ
ー
ト
の
内
容
を
見
る
と
、
使
節
団
一
行
の
滞
欧
中
の
様
子
を

窺
う
こ
と
が
で
き
、
面
白
い
と
好
評
で
あ
っ
た
。

（
6
）
現
在
の
深
谷
市
上
敷
免
周
辺
を
描
い
た
、
利
根
川
河
川
台
帳
（
実
測
図
）
正
本
の
一

葉
が
展
示
さ
れ
た
。
一
二
〇
〇
分
一
と
い
う
大
縮
尺
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
図

か
ら
は
河
川
以
外
に
も
多
く
の
情
報
が
読
み
取
れ
る
。
明
治
二
〇
年
、
渋
沢
栄
一
ら

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
に
よ
る
日
本
最
初
の
洋
式
煉
瓦
工

場
が
描
か
れ
て
お
り
、
煉
瓦
で
組
ま
れ
た
ホ
フ
マ
ン
窯
の
煙
突
や
当
初
使
用
し
て
い

た
小
山
川
舟
運
の
た
め
の
船
着
き
場
、
明
治
二
八
年
に
敷
設
さ
れ
た
日
本
初
の
会
社

専
用
鉄
道
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
7
）
ペ
リ
ー
来
航
の
際
、
川
越
藩
と
忍
藩
が
浦
賀
の
警
備
に
あ
た
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
伝

え
る
史
料
が
埼
玉
県
内
の
旧
家
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）
来
場
者
数
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
埼
玉
県
立
文
書
館
提
供
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は

一
九
五
通
回
収
。

（
9
）
埼
玉
県
知
事
等
要
人
の
来
館
が
あ
っ
た
場
合
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
職
員
の
方
が

当
館
の
展
示
史
料
に
つ
い
て
も
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
見
学
者
か
ら
質
問

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
筆
者
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
対
応
し
た
。

（
文
責
・
戸
塚
）


